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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

（１）問題の所在 

平成20年（2008）に小学校の学習指導要領が改訂

され、平成24年（2012）より完全実施となった。小

学校学習指導要領解説体育編には、「生涯にわたって

運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる」ことが体

育科の目標として掲げられている。小学校段階にお

いて、運動への関心や自ら運動する意欲、仲間と仲

良く運動すること、各種の運動の楽しさや喜びを味

わえるよう自ら考えたり工夫したりする力、運動の

技能などの基礎を確実に育成することが重要とされ

ている。（文部科学省，2008）しかし近年、わが国に

おいて、子供の体力低下や運動離れが深刻な問題に

なっている。 

（２）課題解決に向けて 

文部科学省によって実施された「平成25年度全国

体力・運動能力、運動習慣等調査」（文部科学省，2013）

は、これまでの調査結果をもとにして明らかになっ

た、運動する子供としない子供の「二極化」を課題

として、「運動が苦手、きらいな子供への取組の充実」

「子供の運動やスポーツの主要な場である学校にお

ける体育・保健体育の授業での指導の改善」を行っ

ていくための根拠資料を示している。 

（３）運動有能感について 

生涯にわたって運動に親しむためには、楽しさ体

験を重視し、運動に対して内発的に動機付けられな

ければならない。内発的動機付けに関わる有能感に

ついて岡澤ら（1996）は、体育授業における運動有

能感の構造を明らかにしている。運動有能感は、「身

体的有能さの認知」、「統制感」、「受容感」の３因子

で構成されている。運動有能感の高まりが、生涯に

わたって運動に親しむ態度を形成することにつなが

っていくと考えられる。 

そこで、本研究では、小学校の体育授業において

運動有能感が低い児童の運動有能感を高める指導法

として、自己の能力に応じた課題把握と課題選択を 

 

するための手段であるルーブリックを作成し、それ

を活用することで、運動有能感にどのように変化を

与えるかについて検討することを目的とした。 

 

２ 研究の内容・研究の方法 

（１）研究対象と調査期間 

調査対象は、都内の公立小学校第６学年（１組36

名、２組36名、３組36名）の３クラス、計108名

である。実験授業及び効果測定を、平成 28 年９月

23日から10月21日の期間に実施した。 

（２）実験授業 

筆者は、第６学年担任に依頼し、児童に対して体

育の授業「目指せ十小ピック―跳び箱の学習を通し

て―」を３クラス６時間協力してもらった。 

（３）有能感を高めるための工夫（表１） 

表１ 跳び箱運動に関するルーブリック評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）測定具 

運動有能感尺度（岡澤ら，1996）を用いて、運動

意欲度を測定する質問調査を実験授業前後に実施

した。 

（５）統計処理 

 調査を行った項目の処理は、「IBM  SPSS 

Statistics」の計算プログラムを用いて行った。運

動有能感の処理は、全体や各因子の平均算出し、対
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応のあるｔ検定を行った。 

３ 研究の結果 

（１）運動有能感の変容 

① 運動有能感の平均得点の比較 

実験授業前後における運動有能感の平均得点を比

較するため、対応のあるｔ検定を行った。その結果、

「統制感」、「受容感」及び「運動有能感」において

0.1%水準で、「身体的有能さの認知」においては１%

水準で有意差が認められ、実験授業前後に平均得点

が統計的に有意に上昇した（表２）。 

表２ 運動有能感の平均得点の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 運動有能感上位群・中位群・下位群の運動有能

感の平均得点の比較 

実験授業前における運動有能感の平均得点を上位

群・中位群・下位群に分類し、実験授業が運動有能

感の上位群・中位群・下位群それぞれの運動有能感

に及ぼす影響を検討した。実験授業前後における運

動有能感の平均得点を比較するため、対応のある 

ｔ検定を行った。その結果、中位群・下位群におい

ては１%水準で有意差が認められ、上位群は10%水準

で有意傾向が認められた。特に中位群・下位群で大

きく上昇していることから、中位群・下位群にとっ

て相対的に効果があったと考えられる（表３）。 

表３ 運動有能感上位群・中位群・下位群の平均得点の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学習者と教師の自己認知の差 

１クラス（36名）とその学級担任に実験授業前後

で、三つの技それぞれの評価をしてもらい、学習者

と教師の自己認知に差があるかを比較した。実験授

業前後と認知の差の連関をFisherの直接確立法に

よって検定したところ、それぞれに有意な連関は見

られなかった。したがって、実験授業前後の教師と

学習者の認知に差があるとはいえない。今回活用し

たルーブリック表は、各段階の評価基準が具体的で

あったため、教師と学習者の評価にあまり差が生じ

ず、一致する傾向が見られたのではないかと考えら

れる。 

 

４  研究の考察 

本研究では、ルーブリックを活用した課題設定と

自己評価が運動有能感にどのような変化を与えるか

を、実験授業を通して検証した。その結果、ルーブ

リックを活用した課題設定と自己評価が、小学生の

運動有能感及びそれを構成する「身体的有能さの認

知」、「統制感」、「受容感」の三因子を高めるのに有

効な手だての一つであることが示された。特に、中

位群・下位群の児童を中心に運動有能感の高まりに

影響を与えたと考えられる結果が出た。しかし、ル

ーブリックを活用した課題設定と自己評価を行う授

業が、他の領域や単元においてどのような効果があ

るか検討を行っていない。そのため、今後、他の学

年や領域においても実践し、検討していく必要があ

る。 

 

５ 今後の展望 

（１）本研究の課題 

本研究で用いたルーブリックは、筆者が本研究に

おいて作成したものであり、信頼性と妥当性の検討

が十分とは言えない。今後、ルーブリック作成の際、

現場の教員同士でよく話し合い、児童の実態を踏

まえつつ、授業のねらいに即してルーブリックを

精錬していくことが必要ではないかと考える。 

（２）今後の展望 

本研究では、運動有能感を高める指導方法として、

ルーブリックを活用した課題設定と自己評価の視点

から研究を進めてきた。その結果、小学生の運動有

能感を高めるのに有効な手だての一つであると考え

られることが分かった。今後、ルーブリックのよう

に、多くの運動有能感を高める指導方法の開発によ

って、子供たちが生涯にわたって運動に親しむ資質

や能力を獲得できるよう、研究を積み重ねていきた

い。これからは、本研究で明らかになったことを今

後の体育科の授業に発展させていきたい。



 


